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業績予想の修正および特別損益の発生ならびに配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成１９年３月期に下記の特別損益を計上することとなりましたので、その概要を

お知らせするとともに、平成１８年１１月１０日の中間決算発表時に公表いたしました平成１

９年３月期（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3月 31 日）の業績予想および配当予想を下記のと

おり修正いたします。 
 

記 

Ⅰ 業績予想の修正 

１．平成 19年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 
  （金額の単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（平成１８年１１月１０日発表） 

  43,300    490    200  

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 42,306  276  188  
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △ 993 △ 213  △ 11  
増 減 率 （ ％ ） △ 2.3%  △ 43.6%  △ 5.6%   
前期（平成 18 年 3 月期）実績 41,376  191  290  

 
  

２．平成 19年 3 月期個別業績予想数値の修正（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 
（金額の単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（平成１８年１１月１０日発表） 

  43,000    400    150  

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 41,945  243  51  
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △ 1,054 △ 156  △ 98  
増 減 率 （ ％ ） △ 2.5%  △ 39.1%  △ 65.9%   
前期（平成 18 年 3 月期）実績 41,036  100  248  

 



３．特別損益の発生ならびに個別業績予想の修正理由 

(1) 特別損益の発生 

特別利益については、投資有価証券売却益210百万円のほか手数料返還引当金戻入益28百

万円、合計238百万円を計上いたします。また、特別損失については、連結子会社である株

式会社サイバーコムにおける損益状況および今後の見通しなどを勘案し、財務の健全性の

観点から投資損失引当金114百万円、その他社葬費用として17百万円、合計131百万円を計

上いたします。 

なお、上記の特別損失のうち投資損失引当金は連結会社間の内部取引であり、連結損益

には影響を与えません。 

(2) 個別業績予想の修正理由 

本社部門は堅調に推移したものの一部地域における情報通信機器の売上が予想を下回っ

たことに加え、退職給付引当金の割引率変更（3.0％から2.2％）にともなう繰入額増加に

より、経常利益は当初予想の400百万円を下回る見込みとなりました。 

また、当期純利益につきましては退職給付引当金の増加、投資損失引当金の計上などに

ともなう法人税等引当額の増加により、当初予定の150百万円を下回ることとなりました。 

   

４．連結業績予想の修正理由 

連結業績につきましては、主として個別業績予想を修正した影響によるものです。 

 

Ⅱ 配当予想の修正 

１．平成 19年 3 月期配当予想数値の修正 

1 株当たり年間配当金  
中間 期末  

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
（平成１８年１１月１０日発表） 

-  3 円 00 銭  3 円 00 銭  

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） -  2 円 00 銭   2 円 00 銭  
前期（平成 18 年 3 月期）実績 -  -  -  

 

２．配当予想修正の理由 

当社の配当政策は、株主への安定的な配当の継続を基本としていますが、当期純利益の

減少にともない、当初予想しておりました配当金額を下回ることとなりました。 

 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき算出したもので

あり、実際の業績は様々な不確定要因によりこれらの予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


